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3 月から続いた新型コロナウイルスによる自粛によ

って、家にいることが多くなりました。私は今まで読

めなかった、佐伯胖著「わかるということの意味」と

いう本をこの機会に読んでみました。その中に、やる

気を出さない二つ理由が書かれていました。 

（1）ボクは外界の変化の原因になりうること 

（2）ボクは何らかの能力があるということ 

この二つのことを否定されると「やる気」を失ってし

まうそうです。 

私は今年 72 歳になります。それまでに様々な経験

をさせていただいた中、ある会の役付けになり、自分

の意見がはじめて通った時、「少しは認められたかな」

と思ったものです。そして、その経験によって自信が

ついてきたことも事実です。今でも自分は自慢できる

能力は持っていると思いませんが、自分の好きなこと

は継続しています。人は「継続は力なり」といいます

が、継続することで上手くなることは、同じと思って

いませんが、継続しているいくつかの趣味は、人生の

支えになっています。 

私は小さい時は、内気な少年でした。本質的にこの

性格は現在も続いており、何事も自分にはできない無

理だと思ってしまいます。お客様が来ても恥ずかしく

挨拶も出来ず、学校でも間違えたら恥ずかしいという

思いが先に立ち、手を上げられませんでした。一度思

い切って手を上げましたが、ボクを指さないでほしい

と思ったものです。そのような性格でしたから「ガキ

大将」に到底なれませんし、遊びの中心にもなれませ

んでした。そんな私も高校の入学式に担任に先生に名

前を覚えてもらえたことで、少しずつ積極的になれた

記憶があります。 

小さいから無理、と言って子どものやる気を削いで

いませんか。子どもはお手伝いをしたがります。しか

し、大人はどうせ失敗するのでやらせたくない。汚す

に決まっているという理由でせっかくの子どものやる

気を奪ってはいませんか。大人でも初めから何事もも

うまくはいきません。失敗することだってあります。

ましてや小さい子どものことです。多少の失敗にも大

きな気持ちでさせてあげることで、やる気が出てきま

す。まずはお手伝いをしてくれるという子どもの気持

ちに声に出して感謝してあげてください。 

失敗は大目に見てあげ、次はこうすれば上手くいく

ねと励ましてあげてください。まずは家庭の中から小

さな一歩を踏み出してください。子どもは、ママと一

緒のことをしたい。ママを助けてあげたいという気持

ちが沢山あり、様々なことを経験することにより、子

どもの意外な能力が発見されるかもしれません。子ど

もの遊びを見ると、自分で考え行動していることがわ

かります。また少し大きくなると友だちの意見を取り

入れながら、自分の意見も言い、遊びを発展させてい

ます。できるだけ子どものやりたいことを応援してあ

げてください。子どもたちの成長にとっての栄養剤で

ある「やる気」を大切にじっくり育ててあげましょう。

子どもの気持ちに寄り添ってあげてください。 

(東一の江幼稚園理事長) 
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新型コロナウイルス感染症のため、これまで経験したことのない状況となり、誰もが戸惑いや不安の中、様々な

方のご理解・ご協力に支えられ、また、職員も工夫をしながら保育を実施できていることに感謝しております。お

ひさま保育園では、新しい生活様式の中、少しずつ元の生活に戻れるよう保育を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちや保護者、近隣の皆様から保育士を気遣う 

言葉や手紙、写真、家で作った作品など、たくさん頂きました。 

優しさ、思いやりにとても心が温まりました。 

 

衛生用品が品薄で手にいれるのが大変な中、マスクや消毒

液を頂きました。周囲の方の優しさを実感しました。 

 

みなさま ありがとうございました 

登園自粛にご協力いただいている家庭に健康状態の確

認や近況報告の電話をさせて頂きました。電話越しの

子どもたちの明るい声や保護者の皆様から子どもたち

の様子を聞き、たくさんの元気をもらいました。 

保護者の方と「最後まで頑張って、この状況を乗り切

りましょうね。」と励まし合い、心強くなりました。 

 

職員が子どもたちの姿を想像しながらマスクを手づく

りしました。 
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子どもたちが登園した時、一緒に遊びたい！喜ぶ顔を見たい！とおもち

ゃを手づくりしました。 

登園自粛中、少しでも子どもたちや保護者、近隣の皆様と繋がりを持ちたいと考え、保育園のブログで、園や職員の様

子、家で遊べるゲームや体操などの情報を発信しました。郵便物を発送する際は、折り紙で作ったおもちゃや塗り絵な

どを同封し、おうち時間が楽しまるように工夫しました。保護者の皆様から「ブログ楽しみにしています。」「子どもが

先生の写真を見て喜んでいます。」など、たくさんの嬉しい言葉をかけて頂きました。 

 

新型コロナウイルス感染拡大予防のた

め、様々な場所で頑張ったひとりひとり

に感謝を込めてバッジとしおりを作りま

した。子どもたちと職員はバッジをつけ

て６月を過ごし、保護者にはしおりを配

り、子どもたち・保護者・職員が再び一

丸となりました。 

この取り組みで、職員はたくさんの笑顔

とありがとうの言葉を頂きました。 

 

手洗い・検温も上手になりました。 
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決算報告 

当年度末 前年度末 増  減 当年度末 前年度末 増  減
1,046,611 1,189,649 △ 143,038 385,776 460,434 △ 74,659

現金預金 984,809 1,153,129 △ 168,320 事業未払金 142,626 190,701 △ 48,075
事業未収金 535 1,060 △ 525 その他の未払金 8,966 8,766
未収金 3,633 3,134 498 1年以内返済予定リース債務 93,722 85,028 8,694
未収補助金 45,054 16,943 28,110 預り金
立替金 1,219 2,342 △ 1,123 職員預り金 25,913 49,548 △ 23,635
前払費用 10,941 12,981 △ 2,040 賞与引当金 114,548 126,391 △ 11,843
仮払金 421 60 361,284

2,455,508 2,091,675 363,833,550 329,716 371,137 △ 41,421
49,000 49,000 リース債務 142,331 187,020 △ 44,688

定期預金 49,000 49,000 退職給付引当金 166,308 154,075 12,233
2,406,508 2,042,675 363,833,550 長期未払金 21,076 30,042 △ 8,966

建物 85,075 80,467 4,608 715,491 831,571 △ 116,079
構築物 26,234 26,933 △ 699
車輌運搬具 0 49,000 49,000
器具及び備品 115,738 136,022 △ 20,284 第１号基本金 49,000 49,000
有形リース資産 168,301 174,709 △ 6,408 30,327 37,492 △ 7,165
権利 162 192 △ 30 1,613,146 1,213,146 400,000
ソフトウエア 160,721 152,848 7,873 人件費積立金 69,000 69,000
無形リース資産 58,121 88,615 △ 30,494 修繕積立金 7,000 7,000
退職給付引当資産 166,308 154,075 12,233 保育所施設・設備整備積立金 287,361 287,361
人件費積立資産 69,000 69,000 施設整備費立金 136,200 136,200
修繕積立資産 7,000 7,000 財源調整積立金 1,113,585 713,585 400,000
保育所施設・設備整備積立資産 287,361 287,361
施設整備費積立資産 136,200 136,200
財源調整積立資産 1,113,585 713,585 400,000 1,094,155 1,150,115 △ 55,960
長期前払費用 2,017 △ 2,017 344,040 167,612 176,428
その他の固定資産 12,703 13,652 △ 949 2,786,628 2,449,753 336,875

3,502,120 3,281,324 220,796 3,502,120 3,281,324 220,796

純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

純　資　産　の　部

資産の部合計

流動負債

固定負債

負債の部合計

基本金

国庫補助金等特別積立金
その他の積立金

次期繰越活動増減差額
(うち当期活動増減差額)

固定資産
基本財産

その他の固定資産

貸　借　対　照　表
令和 　２年 　３月 ３１日 現在（単位：千円）

資　産　の　部 負　債　の　部

流動資産

予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B) 備  考
保育事業収入 4,480,952 4,544,013 △ 63,061
経常経費寄附金収入 140 46 94
受取利息配当金収入 150 139 10,711
その他の収入 99,633 99,903 △ 270

事業活動収入計 (1) 4,580,875 4,644,102 △ 63,227
人件費支出 2,821,222 2,794,026 27,196
事業費支出 431,159 405,845 25,314
事務費支出 875,824 846,707 29,117
支払利息支出 5,020 5,167 △ 147
その他の支出 45,528 44,952 576,315

事業活動支出計 (2) 4,178,753 4,096,697 82,056
402,122 547,405 △ 145,283

施設整備等補助金収入 2,000 △ 2,000
その他の施設整備等による収入 2,900 3,420 △ 520

施設整備等収入計 (4) 2,900 5,420 △ 2,520
固定資産取得支出 104,003 100,529 3,473,791
ファイナンス・リース債務の返済支出 87,228 90,074 △ 2,846

施設整備等支出計 (5) 191,231 190,603 627,757
△ 188,331 △ 185,183 -3,148

その他の活動による収入 2,017 △ 2,017

その他の活動収入計 (7) 2,017 △ 2,017
積立資産支出 426,872 426,800 72,400
その他の活動による支出 8,767 8,766 1

その他の活動支出計 (8) 435,639 435,566 73,261
△ 435,639 △ 433,549 △ 2,090

△ 221,848 △ 71,327 △ 150,521

949,400 949,400 0
727,552 878,073 △ 150,521

予備費支出 (10) ―

当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)-(10)

前期末支払資金残高 (12)
当期末支払資金残高 (11)+(12)

施
設
整
備
等
に
よ
る

収
支

収
　
入
支
　
出

施設整備等資金収支差額 (6)=(4)-(5)
そ
の
他
の

活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入
支
　
出

その他の活動資金収支差額 (9)=(7)-(8)

資　金　収　支　計　算　書
(自) 平成３１年　４月　１日　(至)令和　２年　３月３１日（単位：千円）

勘　定　科　目

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

支
　
出

事業活動資金収支差額 (3)=(1)-(2)
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給食は、子ども達に栄養バランスのとれた食事を提供するだけでなく、子ども達が成長して成人に達したときに健

康的な食生活ができるよう「食べる」という体験を通し、望ましい食習慣が身に付くことを目的に実施しています。

今回は毎日食べている給食のはじまりについてご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度、令和 2年 4月

1 日付けで新堀おひさま

保育園園長に就任致しま

した藤森孝です。以前は

葛飾区の私立保育園で勤

務し保育士としての基礎

を学びました。当法人に

は平成21年4月に入職、東小松川おひさま保育園、

西葛西おひさま保育園と異動し、子ども・保護者との

関りや保育士同士との繋がりを通して尚一層、この仕

事のやりがいと喜びを感じました。 

5年前、法人設立からある、新堀おひさま保育園に

異動し、4月から園長になりました。今までと違う立

場や職責の違いを感じ、日々を積み重ねています。子

ども達や保護者の皆様から温かい励ましの声も多く

頂き、今後歴代の園長先生方が築いてきた新堀おひさ

ま保育園をさらに魅力ある保育園にするため、職員と

力を合わせていきたいと思います。 

地域の皆様、関係者の皆様、今後ともご指導ご鞭撻

頂けますよう、宜しくお願い致します。 

 

明治 22 年（学校）給食のはじまり            

山形県の忠愛小学校で、貧しくてお弁当を持ってこられない子どものために、

おにぎりと塩鮭、漬物を昼食として出したことが 

学校給食の始まりと言われています。 

 

 

 

 

法人給食だより 

 園長就任挨拶 

 

昭和 16 年～20 年 戦争による給食の危機 

戦争で給食を続けることが難しくなり疎開が広まるようになると給食も中止さ

れました。 

昭和２１年 戦後初の学校給食開始 

戦争の食糧不足で中断していた給食が再開されました。 

 

 
昭和 25 年 完全給食の始まり 

アメリカから小麦粉が贈られパン・ミルク・おかずの 

完全給食が始まりました。 

 

 

 

昭和 29 年 学校給食に関する法律の制定 

学校給食は、子どもたちの体力向上だけでなく、教育としても考えられるよう

になり、国の法律として「学校給食法」が制定されました。 

 

昭和 40 年 脱脂粉乳から牛乳へ 

学校給食用飲料として、脱脂粉乳から牛乳へと切り替えが始まりました。 

昭和 51 年 米飯給食の開始現在 

米飯を主食とした学校給食が正式に始まりました。 

 

 

 

現在の給食 

地元でとれた食材を使った特色ある給食や 

郷土料理、世界の料理など献立の種類も増え、 

豊かで恵まれた給食を実施しています。 

 

 

 

https://1.bp.blogspot.com/-KNaCZY_1Mzs/U7O62eITXjI/AAAAAAAAiT0/exQaPLdgSiM/s800/tsukemono.png
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リレー随筆 

今、生活の中での課題は「新

型コロナ感染症への向き合い

方」になっています。社会の

動きは平常に戻りつつあり、

人と接することは欠かせない

状況の中、感染は再び広がっ

てきています。日々のニュー

スで感染者数が公表され、特定した場所や原因も報じら

れますが、その影響は計り知れません。特に身近で起こ

った場合はどうしていいのか迷い苦しみ、知らずのうち

に人を傷つけてしまっているかも知れません。自分を守

りながらも隣にいる人や身近な人々がお互いを気遣い、

労りの気持ちを持って生活できる社会になってほしいと

強く願っています。 

福祉現場に携わる職員の一人として「支えている」

のではなく、多くの方々に「支えられている」という

ことを重く受け止め、その中で今の自分の存在があり、

感謝の気持ちを少しでも返すことができるよう心掛け

ていきたいと思います。そして、これからも常に前向

きな気持ちを大切にし、年齢と共に落ちてきた体力を

奮い立たせながら日々を過ごしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西小岩おひさま保育園 

園長 山岡 敏夫 

 

誌面を作りながら、たくさんの方々に支えられていることに改めて気づきました。大変な状況が続き、不安になり

がちですが、職員一同「おひさま」のように笑顔を絶やさず、周りを明るくできるような存在になっていきたいと

思います。 

 

保護者のみなさまの声 

我が家が松江おひさま保育園に通い始めて 11年が経ちました。民営化とともに入園となり、歴代の園長先生や

先生方が行事・日常・環境整備等、常に子どもたちのために力を尽くして下さる様子を身近に見てきました。当

時 20代半ばで仕事・家事・育児に必死だった毎日。保育園の皆様にわが子達を育てて頂いたと言っても過言で

はなく、愛情深く素直に育ってこられたのは松江おひさま保育園のお陰であり、感謝しかありません。 

そしてここ 11年の中で一番の変化として感じることは、お母さん以外の送迎が増えたことです。第一子の頃は

一人のお父さんと挨拶を交わすだけでしたが、今は沢山のお父さんやご親族の方がいらっしゃいます。社会情勢

が変化していく中で、これからは更に家族が協力しあって子どもたちに愛情を注いで育てていける社会になるこ

とを願っております。                             松江おひさま保育園より 

ようやくコロナ禍も落ち着きを見せ、徐々に元通りになるのを嬉しく思うと共に、ここまで色々な努力をして下

さった先生方に感謝の気持ちでいっぱいです。子供を入園させて最初に感じたのは園の全ての先生が子供の名前

を呼び、関わってくれる柔軟な対応でした。私だけじゃなく子供もきっと嬉しく、安心できたのではと思います。

最近ではすっかりおしゃべりになった子供と家で口論になる事もありますが「もう先生のとこ行く」と返され、

ぷっと笑ってしまいました。先生と一緒に写った写真を見てほくそ笑んでいる子供。これからもいろんな事が起

こるかもしれませんが本人のペースを尊重しながら、成長を見守っていきたいと思います。 

                                      西篠崎おひさま保育園より 

https://3.bp.blogspot.com/-JQwybbhTVpc/UYOw6BFCIYI/AAAAAAAARLg/oabT_8Lrjrc/s600/asagao.png

